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「東海豪雨一自然・都市・人間の関わり一」報告

はじめに

田　中 浩＊

　2000年9月11日に名古屋を中心に起こった「東海豪

雨」は稀有の出来事であった．実は私の車もこの豪雨

に巻き込まれて冠水の憂き目に遭ったのでこの出来事

はけっして忘れることができない．代理店にいわれる

ままに車に災害保険が掛けてあったことはまことに幸

運であった．保険会社は大損したが自動車会社は大も

うけしたことになる．保険を掛けてなかった冠水車も

多かったが不運というしかない．私はこの事態を通じ

て自然と人為の不思議な関わりを感じ，この豪雨を単

に自然現象として捉えるだけでなく，人間要素を組み

込んだテーマで議論が行われることを期待するように

なった．

　名古屋を流れる新川の堤防が決壊して枇杷島町が広

域にわたって浸水した．名古屋を流れるもう1つの川

である天白川からも水があふれ野波地区を中心に浸水

した．どちらも大きな川ではなかったことが急激な増

水をもたらしたといえよう．500mmを越える降水量

に対しては決壊は当然との見方も少なくない．治水は

文明度に対する1つの指標であるが，逆に都市という

文明の結晶が災害をもたらすというのも現代の皮肉で

ある．

　本シンポジウムを設定するにあたり，気象学会中部

支部で検討が行われ表題のテーマが決定した．シンポ

ジウムの前半は東海豪雨の気象学的解明に関する3つ

の発表があり，それぞれの立場から東海豪雨の実態と

原因についての力作が並んでいる．後半は工学的立場

からの災害因果論および災害文明論が述べられ議論に

厚みを添えている．どんな豪雨であっても人間がいな

ければ災害もないし，気象学的にも大きな意味が付与

されることはないであろう．

＊名古屋大学大学院環境学研究科．
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